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・こどもの権利を、大人はもちろんですが、こども自身もよく理解することができれば、自分自身だ

けではなく、きっと自分と同年代に対して、あたたかい感情を持つことができると思っています。

誰しもが持つ権利を皆が深く理解することが大切だと心から思います。 

・制定後も継続して、子どもたちが能動的に考え、発信できる取り組みを確立してほしいと思います。

全ての人に子どもの権利を理解してもらえるよう、行政の取り組みに期待しています。 

・子供も大人も同じ様に尊重されるべきだと思います。子育てをしていると、基本的な生活のリズム

や習慣が子供中心になりますが、親も人として楽しんだり学んだりする権利があり、それを行使し

て体現すべきと思います。 

・当たり前すぎて、あえて『権利』と考えたことがない質問が多すぎて大変驚きました。ご家庭によ

ってさまざまな意見があると思いますが、子供たちが安心できる社会でのびのびと育って欲しいと

思います。 

・病気や障害があるなど、意見表明をしづらい人達からこそ、きちんと要望を聞くようにしていた

だきたいです。 

・「こどもの権利」について、全ての大人に知ってほしいし、私も含め、知るべき内容だと思いまし

た。こどもは、絶対に大人の都合の良いように扱われる存在であってはならないし、社会全体で守

り、大切に育てていかなければならないとあらためて感じます。こどもの権利について、その内容

を、もっと発信していく必要があると思いました。 

・こどもの権利は大人が守るだけでなく、子ども同士も尊重し合うべきものだという教育や啓蒙も併

せて行っていただきたいと思います。いじめなどの子どもたちが過ごす現場で日常的に起こる出来

事は、大人が子どもの権利を守るだけでなく、子どもが子どもたち一人ひとりに尊重されるべき権

利があると自覚しなければなくならないと思います。条例を作るだけでなく、それが定着すること

が求められますし、そうなることを願っております。 

・経済面で子供の学ぶ権利が奪われないようにしてほしい。年齢が上がるにつれお金がかかる。学ば

せたい、学びたい気持ちを支えていただきたい。 

・休む権利、遊ぶ権利はあまり知られていないのではと思います。みんながこどもの権利を知るこ

とで、子どもが安心して休み、遊びつつ、チャレンジして失敗も経験できる社会が実現できれば

素敵だなと思います。 

・子どもはこうあるべき、子どものくせに生意気、といったような古い考えをなくすことにつながっ

てほしい。大人と同じく、一人の人間として尊重されるべきである。いまの世の中は、子どもへの

視線が厳しすぎる。誰しもが昔は子どもだったのであり、もっと寛容な世の中になってほしい。 

・親以外に相談できるところがあればいいなと思います。 

・障害のあるなしに関わらず、様々な子が安心して過ごせる場所を区内にできるだけ多く作っていた

だくことを望みます。子ども同士の社会もあるので、居場所の選択肢があることの重要性を感じま

す。 

・子どもの権利を大切にするために、親の心身共にゆとりが持てることが肝に思います。特にシング

ルマザーや共働き世帯をサポートすることも視野に各施策をご検討いただけますと嬉しいです。 

・こどもの権利について、大人が学び議論する場や機会がほとんど無いので出産時だけのサポートで

はなく、子供が成人するまでに話をできる場所や機会、サポートが定期的にあればいいなと思いま

す。 

・公園でボール遊びなどもっとのびのび遊べるようにしてほしい。 
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・文京区は思う存分遊ぶ場所が少ないと感じる。より自然の中でいきいきと走り回ったり遊べるよう

に、公共の場所を解放してほしい。 

・公共施設などにもっと子どものことを考慮したスペースがあるといいと思います。 

・こどもがのびのび遊べる公園や児童館、キッズパークなど、保護者も楽しめてゆっくりできる場所

を増やして欲しいです。 

・保護者の交流の場があれば、横のつながりが出来、孤独に手探りのまま子育てしている人が減ると

思う。 

・思いきり遊び、学べる場所を作る。 

・子供がのびのびと過ごせる時代になって欲しいです。 

・子供が安心した気持ちで過ごせる様に、保護者の方と過ごす時間が少しでも多く取れると良いな

と思っています。 

・子供と普段接する事のない大人への啓発活動も必要と考えます。 

・子供がその子らしく、のびのびと地域で育ち、子供から大人へ 笑顔があふれる文京区になる事

を願っています。 

・この条例が制定される事により、子供の権利が守られる一方、子供が好き勝手に過ごして良いと

捉えられる一面もあると危惧しています。大人はこの条例を正しく理解し、だめなものはだめと

いう毅然と言う事が、子供の成長には欠かせない事を充分に認識し、この条例を制定する必要が

あると考えています。 

・少子化の時代だからこそ、より子供一人一人を家族だけではなく街全体で大切に守って欲しいで

す。 

・子供の権利が、もっと広く一般に認知される事が、遠回りの様にみえて、子供が暮らしやすく大

人も暮らしやすい社会の実現や少子化の改善に繋がると考えています。 

・文京区では一部過度な教育熱から、子供が自由に遊んだり、のんびりしたりする機会が不十分だ

と感じる事があります。 

・もう少し自由にボール遊びやスポーツが出来る場所が欲しい。 

・子供の権利は軽んじられやすいので、これからもっと強調して欲しい。社会で生活を営む人全て

が必ず知っている事になって欲しい。 

・各家庭での考え方は様々である為、条例を制定する事で、子供の人権を守る事に繋がると思いま

した。 

・子供の心の健康、健全な発達を促す為に、身近な大人がどの様なコミュニケーションをするかは

非常に大切だと思います。共感を示す、褒めるという事が効果的に出来ず、不適切な言葉がけを

する大人が多いと感じます。大人（保護者）への啓発や教育が進む事を願ってます。 

・子供は一人の人格として尊重される、親の付属品ではない、という事が子供の権利について考え

る時に非常に大切な観点ですが、自身の子供時代との感覚や子供としての自分が諦めていた事、

そういうものだと思っていた事との違いに戸惑い、意識を改善する事に苦労する事があります。 

・子供の遊び場をもっと増やして欲しい。 

・全てのお子さんが自分を大切に出来る・されていると思える環境で過ごせていると良いなと思い

ます。 

・「子供にとっての一番」は時として、とても難しい。 
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・子供を一個人と認めて、きちんと意見を受け止める事、その意見を大人も一緒に考えて役立てて

いく事が、これから、とても大事になると思います。子供が意見を発したり、自分が投じた一石

で大人や社会が変わると感じられる経験が、子供の権利が認められる社会づくりに役立つと思う

からです。条例に留まらない、具体的なアクションを期待しています。 

・子供の権利条約 本当に子供に寄り添ったものにして欲しい。子供達自身に権利を知る機会を作

って、浸透させて欲しいです。 

・子供への性加害、虐待の事件を見聞きする度胸が潰れそうになります。子供の身体、精神が健や

かに育ち守られる様、基本精神の制定と共に具体的な行動指針をもって作られる事を期待しま

す。 

・権利主体である子供にとって、「権利」という言葉がなじみない事が課題であると思います。皆

が等しく権利を持っている事、お互いに権利を尊重し合う事、大人も子供も、子供同士も、相手

の権利を尊重する（尊重もなじみないので、大切にする、等の言い換えが必要な言葉。）気持ち

を持つ事がポイント、等教えながら進める事が必要かと思います。 

・子供と接する時間を多く持ち、時間にも心にもゆとりのある子育てをし、子供の権利を尊重して

いきたい。その為には働き方改革を進め、長時間労働をしなくても良くなる様な社会にして欲し

い。まずは関わる大人にゆとりのある暮らしを！！ 

・子供が安心して自由に遊べる場所がたくさんあり、のびのびと過ごせる文京区であって欲しいで

す。 

・基本的な考えには賛成です。問題は実行ですね。どうやってこの権利を守っていくのか？大人が

頑張らないとですね。 

・子供と健全に接する事が出来る為にも、大人が心身ともに余裕が持てる社会になって欲しいで

す。（経済面、安全面等） 

・これらのアンケートを通してこどもの権利の内容を理解することにつながりました。自分の子供

だけでなく周りの子どもにも同じように権利があるということを忘れてはいけないと思いまし

た。それは、子どもに関する悲しいニュースが後を断たないという現状をより身近に感じるきっ

かけであり、現状を変えられる希望になると思いました。ありがとうございました。 
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資料編 

【小学１～３年生】 

 

  



83 



84 



85 



86 



87 



88 

【小学４～６年生】 
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【中学生、高校生相当】 
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【大人】 
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